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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスによって無線アクセス技術を探索するための方法であって、
　１つまたは複数のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信状態に基づいて１つま
たは複数の無線アクセス技術の探索を開始することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスが所定のしきい値よりも低いモビリティを有するかどうか
を決定することと、
　第１のイベントが発生したという条件で前記探索を中断すること、ここにおいて、前記
第１のイベントは、前記ワイヤレス通信デバイスが前記所定のしきい値よりも低いモビリ
ティを有するという決定である、と、
　探索結果を記憶することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスが接続状態からアイドル状態に変化したという条件で前記
探索結果に基づいて前記探索を再開することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスが前記所定のしきい値よりも低いモビリティを有しないと
決定することに応答して、前記探索を中止し、前記探索結果をディスプレイ上に提示する
ことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、請求項１に記
載の方法。
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【請求項３】
　前記再開することは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定にさら
に基づき、前記探索は、前記ワイヤレス通信デバイスが前記接続不連続受信中にスリープ
モードにあるとき、ギャップ中に再開される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記再開することは、無線リソース制御接続のリリースにさらに基づく、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　接続が要求されているかどうかを決定することと、
　接続が要求されていないときに前記探索を続けることと、
　接続が要求されているが、前記ワイヤレス通信デバイスが接続状態にないときに前記探
索を続けることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　無線アクセス技術を探索するためのワイヤレス通信デバイスであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと通信するメモリとを備え、前記メモリは、
　１つまたは複数のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信状態に基づいて１つま
たは複数の無線アクセス技術の探索を開始することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスが所定のしきい値よりも低いモビリティを有するかどうか
を決定することと、
　第１のイベントが発生したという条件で前記探索を中断し、ワイヤレス通信デバイスが
接続状態からアイドル状態に変化したという条件で探索結果に基づいて前記探索を再開す
ること、ここにおいて、前記第１のイベントは、前記ワイヤレス通信デバイスが前記所定
のしきい値よりも低いモビリティを有するという決定であり、前記ワイヤレス通信デバイ
スが前記所定のしきい値よりも低いモビリティを有しないと決定することに応答して、前
記探索を中止し、前記探索結果がディスプレイ上に提示される、と
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である命令を有し、
　前記メモリが前記探索結果を記憶する、ワイヤレス通信デバイス。
【請求項８】
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、請求項７に記
載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項９】
　前記探索はまた、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定に基づいて
再開される、請求項７に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１０】
　前記探索はまたは、無線リソース制御接続のリリースに基づいて再開される、請求項７
に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定することを行うように前記プロセッサによって
実行可能である命令をさらに備える、請求項７に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項１２】
　接続が要求されているかどうかを決定することを行うように前記プロセッサによって実
行可能である命令をさらに備え、
　前記探索は、接続が要求されていないときに続く、請求項７に記載のワイヤレス通信デ
バイス。
【請求項１３】
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　命令をその上に備える、無線アクセス技術を探索するためのコンピュータプログラムで
あって、前記命令は、
　ワイヤレス通信デバイスに、１つまたは複数のロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）通信状態に基づいて１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始することを行わせ
るためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、前記ワイヤレス通信デバイスが所定のしきい値よりも
低いモビリティを有するかどうかを決定することを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、第１のイベントが発生したという条件で前記探索を中
断することを行わせるためのコード、ここにおいて、前記第１のイベントは、前記ワイヤ
レス通信デバイスが前記所定のしきい値よりも低いモビリティを有するという決定である
、と、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、探索結果を記憶することを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、ワイヤレス通信デバイスが接続状態からアイドル状態
に変化したという条件で前記探索結果に基づいて前記探索を再開することを行わせるため
のコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、前記ワイヤレス通信デバイスが前記所定のしきい値よ
りも低いモビリティを有しないと決定することに応答して、前記探索を中止し、前記探索
結果をディスプレイ上に提示することを行わせるためのコードと
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、請求項１３に
記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記探索はまたは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定に基づい
て再開される、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記探索はまたは、無線リソース制御接続のリリースに基づいて再開される、請求項１
３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信デバイスに、ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定
することを行わせるためのコードをさらに備える、請求項１３に記載のコンピュータプロ
グラム。
【請求項１８】
　前記命令は、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、接続が要求されているかどうかを決定することを行わ
せるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、接続が要求されていないときに前記探索を続けること
を行わせるためのコードと
　をさらに備える、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　無線アクセス技術を探索するための装置であって、
　１つまたは複数のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信状態に基づいて１つま
たは複数の無線アクセス技術の探索を開始するための手段と、
　前記装置が所定のしきい値よりも低いモビリティを有するかどうかを決定するための手
段と、
　第１のイベントが発生したという条件で前記探索を中断するための手段、ここにおいて
、前記第１のイベントは、前記装置が前記所定のしきい値よりも低いモビリティを有する
という決定である、と、
　探索結果を記憶するための手段と、
　ワイヤレス通信デバイスが接続状態からアイドル状態に変化したという条件で前記探索
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結果に基づいて前記探索を再開するための手段と
　前記ワイヤレス通信デバイスが前記所定のしきい値よりも低いモビリティを有しないと
決定することに応答して、前記探索を中止し、前記探索結果をディスプレイ上に提示する
ための手段と
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記第１のイベントは、装置接続状態の変化である、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記探索はまた、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定に基づいて
再開される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記探索はまたは、無線リソース制御接続のリリースに基づいて再開される、請求項１
９に記載の装置。
【請求項２３】
　装置接続状態を決定するための手段をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　接続が要求されているかどうかを決定するための手段と、
　接続が要求されていないときに前記探索を続けるための手段と
　をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　前記探索を開始することは、ＬＴＥアイドル状態およびＬＴＥ接続状態のうちの少なく
とも１つに基づく、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示は、一般に通信システムに関する。より詳細には、本開示は、無線アクセ
ス技術を探索するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]通信システムは、データ、音声、ビデオなど、様々なタイプの通信コンテンツを
提供するために広く展開されている。これらのシステムは、１つまたは複数の他の通信デ
バイス（たとえば、基地局、アクセスポイントなど）との複数の通信デバイス（たとえば
、ワイヤレス通信デバイス、アクセス端末など）の同時通信をサポートすることが可能な
多元接続システムであり得る。いくつかの通信デバイス（たとえば、アクセス端末、ラッ
プトップコンピュータ、スマートフォン、メディアプレーヤ、ゲームデバイスなど）は他
の通信デバイスとワイヤレス通信し得る。
【０００３】
　[0003]最近の数十年で、ワイヤレス通信デバイスの使用は一般的になった。特に、電子
技術の進歩は、ますます複雑で有用になるワイヤレス通信デバイスのコストを低減した。
コスト低減および消費者需要により、ワイヤレス通信デバイスが現代社会において事実上
ユビキタスであるほどワイヤレス通信デバイスの使用が激増した。ワイヤレス通信デバイ
スの使用が拡大するにつれて、ワイヤレス通信デバイスの新しい改善された特徴に対する
需要も拡大した。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信デバイスがより広く展開されるようになるにつれて、利用可能な
無線アクセス技術の数も増加している。しかしながら、無線アクセス技術を探索するとき
に非効率性が生じ得る。したがって、これらの非効率性を低減するのを助け得るシステム
および方法が有益であり得る。
【発明の概要】
【０００５】
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　[0005]ワイヤレス通信デバイスによって無線アクセス技術を探索するための方法につい
て説明する。本方法は、１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始することを含む
。本方法は、ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティ（mobility）を有するかどうかを
決定することをも含む。本方法は、第１のイベントが発生したときに探索を中断すること
をさらに含む。本方法は、探索結果を記憶することをさらに含む。本方法は、第２のイベ
ントが発生したときに探索結果に基づいて探索を再開することをも含む。
【０００６】
　[0006]第１のイベントはワイヤレス通信デバイス接続状態の変化であり得る。第１のイ
ベントは、ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するという決定であり得る。第
２のイベントはワイヤレス通信デバイス接続状態の変化であり得る。第２のイベントは、
接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定であり得る。第２のイベントは
無線リソース制御接続のリリースであり得る。
【０００７】
　[0007]本方法は、ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定することを含み得る。本方法
は、第３のイベントが発生したときに探索を停止することを含み得る。本方法は、探索結
果を出力することをも含み得る。第３のイベントは時間間隔の満了であり得る。第３のイ
ベントは、高いまたは中間のワイヤレス通信デバイスモビリティの決定であり得る。
【０００８】
　[0008]本方法は、接続が要求されているかどうかを決定することを含み得る。本方法は
、接続が要求されていないときに探索を続けることをも含み得る。
【０００９】
　[0009]無線アクセス技術を探索するためのワイヤレス通信デバイスについて説明する。
本ワイヤレス通信デバイスは、１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始する探索
回路を含む。本ワイヤレス通信デバイスは、探索回路に結合されたモビリティ決定回路を
も含む。モビリティ決定回路は、本ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するか
どうかを決定する。本ワイヤレス通信デバイスは、モビリティ決定回路に結合されたイベ
ント検出回路をも含む。イベント検出回路は、第１のイベントが発生したときに探索を中
断し、第２のイベントが発生したときに探索結果に基づいて探索を再開する。本ワイヤレ
ス通信デバイスは、探索回路に結合されたメモリをさらに含む。メモリは探索結果を記憶
する。
【００１０】
　[0010]無線アクセス技術を探索するためのコンピュータプログラム製品について説明す
る。本コンピュータプログラム製品は、命令をその上に有する非一時的有形コンピュータ
可読媒体を含む。命令は、ワイヤレス通信デバイスに、１つまたは複数の無線アクセス技
術の探索を開始することを行わせるためのコードを含む。命令は、ワイヤレス通信デバイ
スに、ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するかどうかを決定することを行わ
せるためのコードをも含む。命令は、ワイヤレス通信デバイスに、第１のイベントが発生
したときに探索を中断することを行わせるためのコードをさらに含む。命令は、ワイヤレ
ス通信デバイスに、探索結果を記憶することを行わせるためのコードをさらに含む。命令
は、ワイヤレス通信デバイスに、第２のイベントが発生したときに探索結果に基づいて探
索を再開することを行わせるためのコードをさらに含む。
【００１１】
　[0011]無線アクセス技術を探索するための装置についても説明する。本装置は、１つま
たは複数の無線アクセス技術の探索を開始するための手段を含む。本装置は、本装置が低
いモビリティを有するかどうかを決定するための手段をも含む。本装置は、第１のイベン
トが発生したときに探索を中断するための手段をさらに含む。本装置は、探索結果を記憶
するための手段をさらに含む。本装置は、第２のイベントが発生したときに探索結果に基
づいて探索を再開するための手段をも含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】[0012]無線アクセス技術を探索するためのシステムおよび方法が実装され得る、
ワイヤレス通信デバイスと１つまたは複数の無線アクセス技術との１つの構成を示すブロ
ック図。
【図２】[0013]無線アクセス技術を探索するための方法の１つの構成を示すフローチャー
ト。
【図３】[0014]無線アクセス技術の探索が実施され得る、ワイヤレス通信デバイスと１つ
または複数の無線アクセス技術カバレージエリアとの１つの構成を示すブロック図。
【図４】[0015]無線アクセス技術を探索するためのシステムおよび方法が実装され得る、
ワイヤレス通信デバイスと１つまたは複数の無線アクセス技術との別の構成を示すブロッ
ク図。
【図５】[0016]無線アクセス技術を探索するための方法の別の構成を示すフローチャート
。
【図６】[0017]無線アクセス技術を探索するための方法の別の構成を示すフローチャート
。
【図７】[0018]無線アクセス技術を探索するための方法の別の構成を示すフローチャート
。
【図８】[0019]無線アクセス技術を探索するためのシステムおよび方法が実装され得る、
ユーザ機器と１つまたは複数の無線アクセス技術との１つの構成を示すブロック図。
【図９】[0020]ユーザ機器と、ユーザ機器がデータサービスおよび／またはボイスサービ
スのために利用し得るコアネットワークとの間の様々なタイプの接続性を示すブロック図
。
【図１０】[0021]ワイヤレス通信デバイス内に含まれ得るいくつかの構成要素を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0022]通信デバイスの例としては、セルラー電話基地局またはノード、アクセスポイン
ト、ワイヤレスゲートウェイおよびワイヤレスルータがある。通信デバイスは、第３世代
パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ:Third Generation Partnership Project）ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ:Long Term Evolution）規格など、いくつかの業界
規格に従って動作し得る。通信デバイスが準拠し得る規格の他の例としては、電気電子技
術者協会（ＩＥＥＥ：Institute of Electrical and Electronics Engineers）８０２．
１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎおよび／または８０２．１１
ａｃ（たとえば、ワイヤレスフィデリティ（Wireless Fidelity）または「Ｗｉ－Ｆｉ（
登録商標）」）規格、ＩＥＥＥ８０２．１６（たとえば、ワールドワイドインターオペラ
ビリティフォーマイクロウェーブアクセス（Worldwide Interoperability for Microwave
 Access）または「ＷｉＭＡＸ（登録商標）」）規格、ＣＤＭＡ２０００　１ｘ規格、エ
ボリューションデータオプティマイズド（ＥＶＤＯ：Evolution-Data Optimized）規格、
Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　９５（ＩＳ－９５）、発展型高速パケットデータ（
ｅＨＲＰＤ：evolved High Rate Packet Data）無線規格などがある。いくつかの規格で
は、通信デバイスは、ノードＢ、発展型ノードＢなどと呼ばれることがある。本明細書で
開示するシステムおよび方法のいくつかについて１つまたは複数の規格に関して説明する
ことがあるが、これは、それらのシステムおよび方法が多くのシステムおよび／または規
格に適用可能であり得るので、本開示の範囲を限定すべきではない。
【００１４】
　[0023]第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、グローバルに適用可能
な第３世代（３Ｇ）モバイルフォン仕様を定義することを目的とする電気通信協会のグル
ープ間のコラボレーションである。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は
、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobi
le Telecommunications System）モバイルフォン規格を改善することを目的とした３ＧＰ
Ｐプロジェクトである。３ＧＰＰは、次世代のモバイルネットワーク、モバイルシステム
およびモバイルデバイスのための仕様を定義し得る。
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【００１５】
　[0024]いくつかの通信デバイス（たとえば、アクセス端末、クライアントデバイス、ク
ライアント局など）は他の通信デバイスとワイヤレス通信し得る。いくつかの通信デバイ
ス（たとえば、ワイヤレス通信デバイス）は、モバイルデバイス、移動局、加入者局、ク
ライアント、クライアント局、ユーザ機器（ＵＥ）、リモート局、アクセス端末、モバイ
ル端末、端末、ユーザ端末、加入者ユニットなどと呼ばれることがある。通信デバイスの
さらなる例としては、ラップトップまたはデスクトップコンピュータ、セルラーフォン、
スマートフォン、ワイヤレスモデム、電子リーダー、タブレットデバイス、ゲームシステ
ムなどがある。これらの通信デバイスのうちのいくつかは、上記で説明したように１つま
たは複数の業界規格に従って動作し得る。したがって、「通信デバイス」という一般的な
用語は、業界規格に応じて異なる名称で説明される通信デバイス（たとえば、アクセス端
末、ユーザ機器、リモート端末、アクセスポイント、基地局、ノードＢ、発展型ノードＢ
など）を含み得る。
【００１６】
　[0025]いくつかの通信デバイスは、通信ネットワークへのアクセスを行うことが可能で
あり得る。通信ネットワークの例としては、限定はしないが、電話網（たとえば、公衆交
換電話網（ＰＳＴＮ）などの「ランドライン」ネットワークまたはセルラーフォンネット
ワーク）、インターネット、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネッ
トワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）などがある。
【００１７】
　[0026]「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal 
Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
は、Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標）と低チップレート（ＬＣＲ）とを含み、ｃｄｍａ２０００
は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネット
ワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System fo
r Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、
発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０
２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡおよびＧＳＭは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリー
スである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳおよびロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団
体からの文書に記載されており、ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシッププロ
ジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体から
の文書に記載されている。
【００１８】
　[0027]探索することは、ユーザ機器が、限られたスパンの時間内に複数の無線アクセス
技術（たとえば、ＲＡＴ）を探索するので、より複雑になった。ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）が、データ中心の技術であり、それの上のアプリケーションがデータを
必要とし得るワイヤレス通信デバイス上で動作し得る（たとえば、ユーザ機器が、大部分
の時間の間、接続状態（connected state）にある）ので、ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）における探索は、ユーザに結果をもたらすように最適化され得る。
【００１９】
　[0028]本明細書で使用する「探索」という用語は、１つまたは複数の無線アクセス技術
の存在を発見するための動作を示す。たとえば、探索は、１つまたは複数の無線アクセス
技術の存在を発見するための試みにおいて１つまたは複数の周波数帯域をスキャンするこ
とを含み得る。たとえば、探索することは、無線アクセス技術の存在を示す、１つまたは
複数の周波数帯域におけるビーコンまたは信号を受信することを試みることを含み得る。
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追加または代替として、探索することは、無線アクセス技術の存在を示す応答を促すため
に１つまたは複数の周波数帯域上で信号を送ることを含み得る。
【００２０】
　[0029]本明細書で開示するシステムおよび方法のいくつかの構成は、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）において探索するための方法を表し得る。１つの構成では、ユー
ザ機器が、接続サイクルにわたって探索を中断／再開することが可能であり得る。ユーザ
機器はまた、接続不連続受信（Ｃ－ＤＲＸ）が構成され、アクティブである場合、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）接続状態中に探索を実施することが可能であり得る。
ユーザ機器はまた、モビリティ状態を決定し、適切なアクションをとることが可能であり
得る。たとえば、低モビリティシナリオでは、および接続不連続受信が構成されたとき、
ワイヤレス通信デバイスは、無線リソース制御（ＲＲＣ）状態変化なしに探索を中断およ
び／または再開し得る。言い換えれば、ワイヤレス通信デバイスが接続状態にあり、接続
不連続受信が構成され、アクティブであるとき、ワイヤレス通信デバイスは、非ギャップ
期間において探索を中断し、ギャップ期間において探索を再開し得る。
【００２１】
　[0030]次に、図を参照しながら様々な構成について説明する。同様の参照番号は機能的
に同様の要素を示し得る。本明細書で概して説明し、図に示すシステムおよび方法は、多
種多様な異なる構成で構成および設計され得る。したがって、図に表されるいくつかの構
成についての以下のより詳細な説明は、請求する範囲を限定するものではなく、システム
および方法を代表するものにすぎない。図に示される特徴および／または要素は、１つま
たは複数の他の図に示される１つまたは複数の特徴および／または要素と組み合わせられ
得る。
【００２２】
　[0031]図１は、無線アクセス技術１０４（たとえば、ＲＡＴ）を探索するためのシステ
ムおよび方法が実装され得る、ワイヤレス通信デバイス１０２と１つまたは複数の無線ア
クセス技術１０４との１つの構成を示すブロック図である。基地局１０６は、１つまたは
複数のワイヤレス通信デバイス１０２と通信し得るデバイスである。基地局１０６は、ア
クセスポイント、ブロードキャスト送信機、ノードＢ、発展型ノードＢなどと呼ばれるこ
ともあり、それらの機能の一部または全部を含み得る。各基地局１０６は、特定の地理的
エリアに通信カバレージを与え得る。基地局１０６は、１つまたは複数のワイヤレス通信
デバイス１０２に通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、この用語が使用さ
れるコンテキストに応じて基地局１０６および／またはそれのカバレージエリアを指すこ
とがある。基地局１０６の例としては、セルラーフォン基地局、アクセスポイントなどが
ある。
【００２３】
　[0032]ワイヤレス通信デバイス１０２は、端末、アクセス端末、加入者ユニット、局、
ユーザ機器などと呼ばれることもあり、それらの機能の一部または全部を含み得る。ワイ
ヤレス通信デバイス１０２の例としては、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュー
タ、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）フォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）
局などがあり得る。
【００２４】
　[0033]ワイヤレス通信デバイス１０２は、所与の瞬間において、ダウンリンク１９６お
よび／またはアップリンク１９８上で１つまたは複数の基地局１０６と通信し得る。ダウ
ンリンク１９６（または順方向リンク）は、基地局１０６からワイヤレス通信デバイス１
０２への通信リンクを指し、アップリンク１９８（または逆方向リンク）は、ワイヤレス
通信デバイス１０２から基地局１０６への通信リンクを指す。
【００２５】
　[0034]ワイヤレス通信デバイス１０２は、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４の
一部としての１つまたは複数の基地局１０６と通信することが可能であり得る。無線アク
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セス技術１０４の例としては、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、（ｃｄｍ
ａ２０００　１ｘとしても知られる）１ｘ、高データレート（ＨＤＲ）、広帯域符号分割
多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびロングタームエボリューション（ＬＴＥ）がある。無線
アクセス技術１０４のうちの１つまたは複数は異なるタイプのものであり得る。たとえば
、第１の無線アクセス技術１０４がモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）ネット
ワークを含み得る。この例では、第２の無線アクセス技術１０４がロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）ネットワークを含み得る。
【００２６】
　[0035]ワイヤレス通信デバイス１０２と基地局１０６との間の通信は、ワイヤレスリン
クを介した送信によって達成され得る。そのような通信リンクは、単入力単出力（ＳＩＳ
Ｏ）、多入力単出力（ＭＩＳＯ）または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立
され得る。多入力多出力システムは、それぞれ、データ伝送のための複数（ＮT）個の送
信アンテナと複数（ＮR）個の受信アンテナとを装備した、（１つまたは複数の）送信機
と（１つまたは複数の）受信機とを含む。単入力単出力システムおよび多入力単出力シス
テムは多入力多出力システムの特定の事例である。複数の送信アンテナおよび受信アンテ
ナによって生成された追加の次元数が利用された場合、多入力多出力システムは、改善さ
れたパフォーマンス（たとえば、より高いスループット、より大きい容量、または改善さ
れた信頼性）を与えることができる。
【００２７】
　[0036]ワイヤレス通信デバイス１０２は、イベント検出ブロック／モジュール１０８、
探索ブロック／モジュール１１０および／またはメモリ１１２を含み得る。場合によって
は、ワイヤレス通信デバイス１０２はモビリティ決定ブロック／モジュール１１８を含み
得る。本明細書で使用する「ブロック／モジュール」という用語は、特定の要素がハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの組合せで実装され得ることを示し
得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、回路、ソフトウェアまた
は両方の組合せで実装され得る。また、図１に示された要素のうちの１つまたは複数は、
いくつかの構成では回路（たとえば、集積回路）で実装され得ることに留意されたい。
【００２８】
　[0037]探索ブロック／モジュール１１０は、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４
の探索を開始し得る。無線アクセス技術の例としては、限定はしないが、１ｘ、モバイル
通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）および
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークがある。いくつかの実装形態では
、探索ブロック／モジュール１１０はホーム基地局（たとえば、ＨｅＮＢ）よりも多くを
探索し得る。たとえば、探索ブロック／モジュール１１０は、（たとえば、ワイヤレス通
信デバイス１０２がそれと通信することが可能である）すべてのパブリックランドモバイ
ルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）を探索し得る。探索ブロック
／モジュール１１０はその探索を開始またはトリガし得る。いくつかの構成では、探索は
自動探索（たとえば、ベターシステム再選択（ＢＳＲ：better system reselection）ス
キャン、収集スキャン、オフ周波数スキャン、サイレントリダイヤルスキャン、セル再選
択など）であり得る。代替的に、探索は（たとえば、ユーザ入力に基づく）手動探索であ
り得る。たとえば、ユーザが、（たとえば、ボタンをプッシュすることによって）ディス
プレイを介して探索を開始するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
【００２９】
　[0038]いくつかの実装形態では、探索ブロック／モジュール１１０は、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）に基づいて探索を開始し得る。たとえば、探索ブロック／モジ
ュール１１０は、１つまたは複数のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）接続状態（
たとえば、アイドルまたは接続）に基づいて探索を開始し得る。いくつかの実装形態では
、探索は広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）に基づかないことがある。より詳細に
は、探索は、１つまたは複数の広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）接続状態（たと
えば、ＣＥＬＬ－ＰＣＨ、ＵＲＡ＿ＰＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨおよびＣＥＬＬ＿ＤＣＨ
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）に基づかないことがある。同様に、探索はユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンズシステム（ＵＭＴＳ）に基づかないことがある。より詳細には、探索は、１つまたは
複数のユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）接続状態（
たとえば、ＯＯＳ状態）に基づかないことがある。
【００３０】
　[0039]いくつかの構成では、探索ブロック／モジュール１１０は、場合によっては探索
結果１１４を出力し得る。その結果は、探索を中断または停止すると、出力され得る。た
とえば、時間間隔が満了した場合、探索ブロック／モジュール１１０は、探索を停止する
ように指示され得る。いくつかの構成では、探索ブロック／モジュール１１０は探索の結
果を出力し得る。たとえば、探索ブロック／モジュール１１０はディスプレイ（図示せず
）に結合され得る。この構成では、探索ブロック／モジュール１１０は、ユーザに提示さ
れるように探索結果１１４をディスプレイに送り得る。いくつかの例では、ワイヤレス通
信デバイス１０２は、特定の無線アクセス技術１０４に接続するために（たとえば、ユー
ザ入力を介して）指示を受信し得る。ワイヤレス通信デバイス１０２は、受信された指示
に基づいて無線アクセス技術１０４を切り替え得る。代替的に、ワイヤレス通信デバイス
１０２は、探索結果１１４に基づいて動作を自動的に実施し得る。たとえば、ワイヤレス
通信デバイス１０２は、探索結果１１４によって示された無線アクセス技術１０４のうち
の１つまたは複数に自動的に接続するかまたはそれにとどまり得る。追加または代替とし
て、ワイヤレス通信デバイス１０２は、探索結果１１４に基づいて別の無線アクセス技術
１０４から切断し得る。たとえば、ワイヤレス通信デバイス１０２は、１ｘネットワーク
からＬＴＥネットワークに切り替わり得る。別の例では、ワイヤレス通信デバイス１０２
は、ＬＴＥネットワークに加えてＷｉ－Ｆｉネットワークに接続し得る。
【００３１】
　[0040]上記で説明したように、ワイヤレス通信デバイス１０２は、場合によってはモビ
リティ決定ブロック／モジュール１１８を含み得る。モビリティ決定ブロック／モジュー
ル１１８はワイヤレス通信デバイス１０２モビリティを決定し得る。より詳細には、モビ
リティ決定ブロック／モジュール１１８は、ワイヤレス通信デバイス１０２が、高いモビ
リティを有するのか、中間のモビリティを有するのか、低いモビリティを有するのかを決
定し得る。いくつかの構成では、「モビリティ」という用語は、ワイヤレス通信デバイス
１０２のロケーションの変化率を指すことがある。たとえば、高い変化率を有するワイヤ
レス通信デバイス１０２は高いモビリティを有し得、低い変化率を有するワイヤレス通信
デバイス１０２は低いモビリティを有し得る。モビリティについて説明するために使用す
る「低い」という用語は、「中間の」しきい値範囲よりも低いモビリティのしきい値範囲
を示し得る。同様に、モビリティについて説明するために使用する「中間の」という用語
は、「低い」モビリティよりも大きく「高い」モビリティよりも小さいモビリティのしき
い値範囲を示し得る。モビリティについて説明するために使用する「高い」という用語は
、「低い」モビリティおよび「中間の」モビリティよりも大きいモビリティのしきい値範
囲を示し得る。いくつかの実装形態では、本明細書で説明する低いモビリティは、３ＧＰ
Ｐ仕様による通常のモビリティに対応し得る（たとえば、それであり得る）。ワイヤレス
通信デバイス１０２が低いモビリティを有する場合、モビリティ決定ブロック／モジュー
ル１１８は、モビリティが低いことをイベント検出ブロック／モジュール１０８に通知し
得る。以下でより詳細に説明するように、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、
次いで、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。モビリテ
ィ決定ブロック／モジュール１１８が、ワイヤレス通信デバイス１０２が高いまたは中間
のモビリティを有することをイベント検出ブロック／モジュール１０８に示す場合、イベ
ント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を停止するように探索ブロック／モジュー
ル１１０に指示し得る。
【００３２】
　[0041]イベント検出ブロック／モジュール１０８は探索ブロック／モジュール１１０に
結合され得る。いくつかの構成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は１つま
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たは複数のイベントを検出し得る。１つまたは複数のイベントに基づいて、イベント検出
ブロック／モジュール１０８は、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０
に指示し得る。言い換えれば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が第１のイベン
トを検出した場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索を中断するように
探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジ
ュール１０８が（たとえば、アイドル無線リソース制御（ＲＲＣ）状態から接続無線リソ
ース制御状態への）接続状態の変化を検出した場合、イベント検出ブロック／モジュール
１０８は、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。別の例
では、ワイヤレス通信デバイス１０２が低いモビリティを有する場合、イベント検出ブロ
ック／モジュール１０８は、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指
示し得る。いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ユー
ザ入力なしに探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たと
えば、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、いかなるユーザ入力とも無関係に探
索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
【００３３】
　[0042]１つまたは複数のイベントに基づいて、イベント検出ブロック／モジュール１０
８は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。言い換えれ
ば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が第２のイベントを検出した場合、イベン
ト検出ブロック／モジュール１０８は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール
１１０に指示し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が（たとえば
、接続無線リソース制御状態からアイドル無線リソース制御状態への）接続状態の変化を
検出した場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索を再開するように探索
ブロック／モジュール１１０に指示し得る。いくつかの構成では、接続状態は、無線リソ
ース制御接続がリリースされたときに変化し得る。
【００３４】
　[0043]いくつかの構成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ワイヤレス
通信デバイス１０２が接続状態に（たとえば、接続無線リソース制御状態に）あるとき、
探索を再開するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。一例が以下のよう
に与えられる。この例では、ワイヤレス通信デバイス１０２は接続状態にあり得る。イベ
ント検出ブロック／モジュール１０８は、接続不連続受信が構成され、アクティブである
かどうかを決定し得る。接続不連続受信が構成され、アクティブである場合、イベント検
出ブロック／モジュール１０８は、ワイヤレス通信デバイス１０２が接続不連続受信中に
スリープモードにあるとき、ギャップ中に探索を再開するように探索ブロック／モジュー
ル１１０に指示し得る。
【００３５】
　[0044]いくつかの構成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ワイヤレス
通信デバイス１０２がアイドル状態に（たとえば、アイドル無線リソース制御状態に）あ
るとき、探索を再開するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たとえば
、ワイヤレス通信デバイス１０２は、無線アクセス技術１０４に接続すること（たとえば
、無線リソース制御接続）を試み得る。ワイヤレス通信デバイス１０２が、接続を確立す
ることができず、アイドル状態（たとえば、アイドル無線リソース制御状態）のままであ
る場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索を再開するように探索ブロッ
ク／モジュール１１０に指示し得る。
【００３６】
　[0045]いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索結
果１１４に基づいて探索を再開するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る
。たとえば、探索を再開するようにとの指示をイベント検出ブロック／モジュール１０８
によって与えられると、探索ブロック／モジュール１１０は、探索結果１１４（たとえば
、第１のイベントまでに取得された結果）を取得し、その時点から探索を再開し得る。
【００３７】
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　[0046]１つまたは複数のイベントに基づいて、イベント検出ブロック／モジュール１０
８は、探索を停止するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。言い換えれ
ば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が第３のイベントを検出した場合、イベン
ト検出ブロック／モジュール１０８は、探索を停止するように探索ブロック／モジュール
１１０に指示し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が高いまたは
中間のワイヤレス通信デバイス１０２モビリティを検出した場合、イベント検出ブロック
／モジュール１０８は、探索を停止するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し
得る。
【００３８】
　[0047]いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、時間間
隔の満了において探索を停止するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
たとえば、時間間隔は探索の開始において始まり得る。この例では、イベント検出ブロッ
ク／モジュール１０８は、時間間隔の満了において探索を停止するように探索ブロック／
モジュール１１０に指示し得る。
【００３９】
　[0048]いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索が
完了したとき、探索を停止するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。た
とえば、探索は、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４に対応する１つまたは複数の
帯域を探索することを含み得る。１つまたは複数の帯域を探索した後に、イベント検出ブ
ロック／モジュール１０８は、探索を停止するように探索ブロック／モジュール１１０に
指示し得る。いくつかの実装形態では、探索は、時間間隔の満了の前に完了していること
がある。
【００４０】
　[0049]探索ブロック／モジュール１１０に結合されたメモリ１１２が探索結果１１４を
記憶し得る。たとえば、メモリ１１２は、探索ブロック／モジュール１１０によって行わ
れた探索中に発見された１つまたは複数の検出された無線アクセス技術１０４に対応する
情報を記憶し得る。いくつかの構成では、メモリ１１２は、探索が中断されたとき、探索
結果１１４を記憶し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が、探索
を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示すると、探索ブロック／モジュ
ール１１０は、１つまたは複数の検出された無線アクセス技術１０４に対応する情報をメ
モリ１１２に与え得る。検出された無線アクセス技術１０４に対応する情報は探索結果１
１４としてメモリ１１２に記憶され得る。
【００４１】
　[0050]いくつかの実装形態では、メモリ１１２は、探索が停止されたとき、探索結果１
１４を記憶し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が、探索を停止
するように探索ブロック／モジュール１１０に指示すると、探索ブロック／モジュール１
１０は、１つまたは複数の検出された無線アクセス技術１０４に対応する情報をメモリ１
１２に与え得る。その情報は探索結果１１４としてメモリ１１２に記憶され得る。いくつ
かの構成では、メモリ１１２は、探索結果１１４を出力するために探索ブロック／モジュ
ール１１０に探索結果１１４を与え得る。前に説明したように、探索ブロック／モジュー
ル１１０は、ユーザに表示されるように探索結果１１４をディスプレイ（図示せず）に出
力し得る。
【００４２】
　[0051]メモリ１１２は、探索の再開に基づいて探索ブロック／モジュール１１０に探索
結果１１４を与え得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８が、第２の
イベントを検出し、探索ブロック／モジュール１１０に探索を再開するように指示すると
、メモリ１１２は、探索ブロック／モジュール１１０に探索結果１１４を与え得る。この
例では、探索ブロック／モジュール１１０は、次いで、前に中断された探索の続きとして
探索を再開し得る。
【００４３】
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　[0052]図２は、無線アクセス技術１０４を探索するための方法２００の１つの構成を示
すフローチャートである。方法２００はワイヤレス通信デバイス１０２によって実施され
得る。ワイヤレス通信デバイス１０２の探索ブロック／モジュール１１０は、１つまたは
複数の無線アクセス技術１０４の探索を開始し得る２０２。いくつかの構成では、ワイヤ
レス通信デバイス１０２は、受信された入力に基づいて探索を開始し得る２０２。たとえ
ば、ユーザが、ディスプレイ（たとえば、スマートフォン上のタッチスクリーン）を介し
て、手動探索を開始する２０２ように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。他
の構成では、探索は自動的に開始され得る２０２。たとえば、探索は、ワイヤレス通信デ
バイス１０２がどの比アクセス技術１０４とも通信していないとき、自動収集スキャンの
一部として開始され得る２０２。別の例では、開始される２０２探索は、ワイヤレス通信
デバイス１０２が、無線アクセス技術１０４にとどまるが、別の無線アクセス技術１０４
の探索を自動的に開始する２０２とき、ベターシステム再選択（ＢＳＲ）スキャンであり
得る。
【００４４】
　[0053]探索ブロック／モジュール１１０は、基地局１０６とワイヤレス通信デバイス１
０２との間のワイヤレス通信を与えることができる１つまたは複数の無線アクセス技術１
０４を識別し得る。探索ブロック／モジュール１１０は、複数のタイプの無線アクセス技
術１０４の探索を開始し得る。たとえば、探索ブロック／モジュール１１０は、モバイル
通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）ネットワークとロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）ネットワークとを探索し得る。いくつかの構成では、探索ブロック／モジュール１
１０は、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４の１つまたは複数の周波数帯域を探索
し得る。たとえば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークでは帯域１３
を探索し、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）ネットワークでは帯域１を探索
することによって。
【００４５】
　[0054]ワイヤレス通信デバイス１０２が、ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを
有するかどうかを決定する２０４ことはオプションであり得、上記で説明したように、モ
ビリティについて説明するために使用する「低い」という用語は、「中間の」しきい値範
囲よりも低いモビリティのしきい値範囲を示し得る。モビリティ決定ブロック／モジュー
ル１１８はワイヤレス通信デバイス１０２のモビリティを決定し得る。
【００４６】
　[0055]いくつかの構成では、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８は、再選択の
数に基づいてワイヤレス通信デバイス１０２モビリティを決定し得る。言い換えれば、ワ
イヤレスモビリティ決定ブロック／モジュール１１８は、ワイヤレス通信デバイス１０２
が無線アクセス技術カバレージエリア３９４ａ～ｃを変更する回数に基づいて、ワイヤレ
ス通信デバイス１０２モビリティを決定し得る。この例では、低いワイヤレス通信デバイ
ス１０２モビリティは、ワイヤレス通信デバイスが、しきい値数を下回る数の再選択を行
ったことを示し得る。同様にして、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８は、（た
とえば、しきい値に基づいて）ワイヤレス通信デバイス１０２が高いモビリティを有する
のか中間のモビリティを有するのかを決定し得る。
【００４７】
　[0056]いくつかの構成では、ワイヤレス通信デバイス１０２（たとえば、ワイヤレスモ
ビリティ決定ブロック／モジュール）は、３ＧＰＰ仕様に従ってワイヤレス通信デバイス
１０２モビリティを決定し得る。特に、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３０４のセクション５．２
．４．３がモビリティ状態定義（たとえば、ＵＥのモビリティ状態）を与えており、その
定義は、読みやすさのためにいくつかの編集とともに以下のように与えられる。パラメー
タ（ＴCRmax、ＮCR_H、ＮCR_MおよびＴCRmaxHyst）がサービングセルのシステム情報ブロ
ードキャストにおいて送られる場合、通常のモビリティ状態のほかに、高いモビリティ状
態および中間のモビリティ状態が適用可能である。状態検出基準は以下を含む。時間期間
ＴCRmax中のセル再選択の数がＮCR_Mを超え、ＮCR_Hを超えない場合、中間のモビリティ
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高いモビリティ状態の基準が検出される。ＵＥは、１つの他の再選択の直後に同じセルが
再選択された場合、同じ２つのセル間での連続する再選択をモビリティ状態検出基準にカ
ウントしないものとする。状態遷移は以下のように与えられる。ＵＥは、高いモビリティ
状態のための基準が検出された場合、高いモビリティ状態に入るものとする。そうではな
く、中間のモビリティ状態のための基準が検出された場合、ＵＥは中間のモビリティ状態
に入るものとする。そうではなく、中間のモビリティ状態または高いモビリティ状態のい
ずれかのための基準が時間期間ＴCRmaxHyst中に検出されない場合、ＵＥは通常のモビリ
ティ状態に入るものとする。ＵＥが高いモビリティ状態または中間のモビリティ状態にあ
る場合、ＵＥは、サブクローズ５．２．４．３．１において定義されている速度依存的ス
ケーリングルールを適用するものとする。
【００４８】
　[0057]より一般的には、ワイヤレス通信デバイス１０２は、ある時間期間中のセル再選
択の数がパラメータＮCR_Mを超え、パラメータＮCR_Hを超えない場合、中間のモビリティ
を有し得る。それと比較して、ある時間期間中のセル再選択の数がパラメータＮCR_Hを超
える場合、ワイヤレス通信デバイス１０２は高いモビリティを有し得る。いくつかの構成
では、ワイヤレス通信デバイス１０２は、１つの他の再選択の直後に同じセルが再選択さ
れた場合、同じ２つのセル間での連続するセル再選択をモビリティ決定にカウントしない
ことがある。この例では、高いモビリティのための１つまたは複数の基準が検出された場
合、ワイヤレス通信デバイス１０２は高いモビリティ状態に入り得る。高いモビリティの
ための１つまたは複数の基準が検出されず、中間のモビリティのための１つまたは複数の
基準が検出された場合、ワイヤレス通信デバイス１０２は中間のモビリティ状態に入り得
る。高いモビリティのための基準および中間のモビリティのための基準が検出されない場
合、ワイヤレス通信デバイスは通常のモビリティ状態に入り得る。ワイヤレス通信デバイ
ス１０２が高いモビリティ状態または中間のモビリティ状態にある場合、ワイヤレス通信
デバイス１０２は速度依存的スケーリングルールを適用し得る。
【００４９】
　[0058]ワイヤレス通信デバイス１０２（たとえば、ＵＥ）は、以下のリスト（１）およ
びリスト（２）に従って３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１において与えられるパラメータを利
用し得る。いくつかの実装形態では、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８は、以
下のようにリスト（１）に従って、ワイヤレス通信デバイス１０２が低いモビリティを有
するかどうかを決定する２０４。
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【数１】

【００５０】
　[0059]情報要素（ＩＥ）MobilityStateParametersは、ワイヤレス通信デバイス１０２
（たとえば、ＵＥ）モビリティ状態を決定するためのパラメータを含んでいることがある
。MobilityStateParameters情報要素の一例がリスト（２）において与えられる。
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【数２】

【００５１】
　[0060]いくつかの構成では、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８は、（たとえ
ば、加速度計データを与える）１つまたは複数の加速度計、および／またはワイヤレス通
信デバイス１０２のロケーションを識別するロケータ（たとえば、全地球測位システム（
ＧＰＳ）受信機）を含み得る。これらの構成では、モビリティ決定ブロック／モジュール
１１８は、追加または代替として、ワイヤレス通信デバイス１０２が低いモビリティを有
するかどうかを決定するために、加速度計および／またはロケータから取得された情報を
使用し得る。モビリティ決定ブロック／モジュール１１８が低いワイヤレス通信デバイス
１０２モビリティを検出した場合、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８はイベン
ト検出ブロック／モジュール１０８に通知し得る。イベント検出ブロック／モジュール１
０８は、次いで、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
いくつかの構成では、探索ブロック／モジュール１１０は、接続状態の変化なしに探索を
中断し得る。
【００５２】
　[0061]ワイヤレス通信デバイス１０２は、第１のイベントが発生したときに探索を中断
する２０６。より詳細には、ワイヤレス通信デバイス１０２のイベント検出ブロック／モ
ジュール１０８は、イベント検出ブロック／モジュール１０８が第１のイベントを検出し
たとき、探索を中断する２０６ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
いくつかの実装形態では、第１のイベントはユーザ入力とは無関係に開始され得る。たと
えば、イベント検出ブロック／モジュール１０８は第１のイベントを自動的に検出し得る
。この例では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ユーザによる開始なしに探
索を中断し得る２０６。
【００５３】
　[0062]いくつかの構成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、イベント検
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出ブロック／モジュール１０８が低いワイヤレス通信デバイス１０２モビリティを検出し
たとき、探索を中断する２０６ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
たとえば、いくつかのオプションでは、モビリティ決定ブロック／モジュール１１８が、
ワイヤレス通信デバイス１０２が低いモビリティを有することをイベント検出ブロック／
モジュール１０８に示し得る。言い換えれば、第１のイベントの一例は、ワイヤレス通信
デバイス１０２が低いモビリティを有するという決定である。この例では、イベント検出
ブロック／モジュール１０８は、探索を中断するように探索ブロック／モジュール１１０
に指示し得る。いくつかの構成では、探索ブロック／モジュール１１０は、接続状態の変
化なしに探索を中断し得る。
【００５４】
　[0063]イベント検出ブロック／モジュール１０８は、イベント検出ブロック／モジュー
ル１０８がワイヤレス通信デバイス１０２接続状態の変化を検出したとき、探索を中断す
る２０６ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たとえば、イベント検
出ブロック／モジュール１０８が、ワイヤレス通信デバイス１０２がアイドル状態（たと
えば、アイドル無線リソース制御状態）から接続状態（たとえば、接続無線リソース制御
状態）に変化したことを検出した場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探
索を中断する２０６ように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。いくつかの構
成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、１つまたは複数のブロック／モジ
ュール、たとえば、状態検出ブロック／モジュールおよび／または無線リソース制御検出
ブロック／モジュールの動作に基づいてワイヤレス通信デバイス１０２接続状態の変化を
検出し得る。
【００５５】
　[0064]ワイヤレス通信デバイス１０２は、探索結果１１４を記憶する２０８。いくつか
の構成では、ワイヤレス通信デバイス１０２のメモリ１１２が、探索結果１１４を記憶す
る２０８。メモリ１１２は探索ブロック／モジュール１１０に結合され得る。メモリ１１
２は、探索の中断に基づいて探索結果１１４を記憶し得る２０８。たとえば、探索の中断
時に、探索ブロック／モジュール１１０は、メモリ１１２に探索結果１１４を与え得る。
場合によっては、探索結果１１４は、１つまたは複数の利用可能な無線アクセス技術１０
４に対応する情報を含み得る。いくつかの構成では、探索結果１１４は、１つまたは複数
の利用可能な無線アクセス技術１０４に対応する情報の一部分、たとえば、探索の中断ま
でに検出された利用可能な無線アクセス技術１０４に対応する情報を含み得る。
【００５６】
　[0065]ワイヤレス通信デバイス１０２は、第２のイベントが発生したときに探索結果１
１４に基づいて探索を再開する２１０。より詳細には、イベント検出ブロック／モジュー
ル１０８は、イベント検出ブロック／モジュール１０８が第２のイベントを検出したとき
、探索を再開する２１０ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
【００５７】
　[0066]イベント検出ブロック／モジュール１０８は、イベント検出ブロック／モジュー
ル１０８がワイヤレス通信デバイス１０２接続状態の変化を検出したとき、探索を再開す
る２１０ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たとえば、イベント検
出ブロック／モジュール１０８が、ワイヤレス通信デバイス１０２が接続状態（たとえば
、接続無線リソース制御状態）からアイドル状態（たとえば、アイドル無線リソース制御
状態）に変化したことを検出した場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探
索を再開する２１０ように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。いくつかの構
成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、１つまたは複数のブロック／モジ
ュール、たとえば状態検出ブロック／モジュールおよび／または無線リソース制御検出ブ
ロック／モジュールの動作に基づいてワイヤレス通信デバイス１０２接続状態の変化を検
出し得る。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、無線リソース制御接
続がリリースされていることを検出し、探索ブロック／モジュール１１０に探索を再開す
る２１０ように指示し得る。
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【００５８】
　[0067]上記で説明したように、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ワイヤレ
ス通信デバイス１０２が接続状態に（たとえば、接続無線リソース制御状態に）あるとき
、探索を再開する２１０ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。たとえ
ば、ワイヤレス通信デバイス１０２が接続状態に（たとえば、接続無線リソース制御状態
に）あるとき、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、接続不連続受信が構成され
、アクティブであるかどうかを決定し得る。接続不連続受信が構成され、アクティブであ
る場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、ワイヤレス通信デバイス１０２が
接続不連続受信中にスリープモードにあるとき、ギャップ中に探索を再開するように探索
ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
【００５９】
　[0068]いくつかの構成では、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、接続の試み
に基づいて探索を再開する２１０ように、探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る
。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、無線アクセス技術１０４との
接続（たとえば、無線リソース制御接続）を確立するためのワイヤレス通信デバイス１０
２による試みを検出し得る。接続が確立され得ず、ワイヤレス通信デバイス１０２がアイ
ドル状態にある場合、イベント検出ブロック／モジュール１０８は、探索を再開する２１
０ように探索ブロック／モジュール１１０に指示し得る。
【００６０】
　[0069]いくつかの実装形態では、探索ブロック／モジュール１１０は、探索結果１１４
に基づいて探索を再開し得る２１０。上記で説明したように、探索結果１１４は、探索の
中断までに探索中に検出された１つまたは複数の利用可能な無線アクセス技術１０４の一
部分に対応する情報を含み得る。探索ブロック／モジュール１１０は、探索の中断の時点
から無線アクセス技術１０４を探索することを再開し得る。たとえば、ワイヤレス通信デ
バイス１０２が、一定数の周波数帯域にわたって１つまたは複数の無線アクセス技術１０
４の探索を開始する２０２と仮定されたい。中断時に、ワイヤレス通信デバイス１０２は
、一定数の周波数帯域の一部分を探索していることがある。探索された部分に対応する情
報は探索結果１１４としてメモリ１１２に記憶され得る。この例では、メモリ１１２は、
探索ブロック／モジュール１１０に探索結果１１４を与え得る。探索ブロック／モジュー
ル１１０は、探索の中断時に探索されていなかった一定数の周波数帯域の部分を探索する
ことによって探索を再開し得る２１０。
【００６１】
　[0070]図３は、無線アクセス技術１０４の探索が実施され得る、ワイヤレス通信デバイ
ス３０２と１つまたは複数の無線アクセス技術カバレージエリア３９４ａ～ｃとの１つの
構成を示すブロック図である。ワイヤレス通信デバイス３０２は、図１に関して説明した
ワイヤレス通信デバイス１０２と同様であり得る。たとえば、ワイヤレス通信デバイス３
０２は、図１に関して説明した対応する要素の例であり得る、イベント検出ブロック／モ
ジュール３０８と、探索ブロック／モジュール３１０と、メモリ３１２とを含み得る。メ
モリ３１２は、図１に関して説明した探索結果１１４と同様の探索結果３１４を含み得る
。上記で説明したように、ワイヤレス通信デバイス３０２は、場合によっては、図１に関
して説明したオプションのモビリティ決定ブロック／モジュール１１８と同様のモビリテ
ィ決定ブロック／モジュール３１８を含み得る。
【００６２】
　[0071]１つまたは複数の無線アクセス技術カバレージエリア３９４ａ～ｃがワイヤレス
通信デバイス３０２にとって利用可能であり得る。無線アクセス技術カバレージエリア３
９４ａ～ｃは、無線アクセス技術１０４がワイヤレス通信デバイス３０２と通信し得る（
たとえば、基地局１０６へのネットワークリンクを与え得る）、地理的領域を示し得る。
１つまたは複数の無線アクセス技術カバレージエリア３９４ａ～ｃは異なるタイプの通信
リンクを与え得る。たとえば、無線アクセス技術カバレージエリアＡ３９４ａはワイヤレ
ス通信デバイス３０２にモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）ネットワークリン
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クを与え得、無線アクセス技術カバレージエリアＢ３９４ｂは広帯域符号分割多元接続（
Ｗ－ＣＤＭＡ）ネットワークリンクを与え得、無線アクセス技術カバレージエリアＣ３９
４ｃはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークリンクを与え得る。
【００６３】
　[0072]いくつかの例では、ワイヤレス通信デバイス３０２は、１つまたは複数の無線ア
クセス技術カバレージエリア３９４ａ～ｃに対応する１つまたは複数の無線アクセス技術
１０４にとどまることを選択し得る。これは、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４
の探索を実施することによって行われ得る。上記で説明したように、探索ブロック／モジ
ュール３１０が、１つまたは複数の無線アクセス技術１０４の探索を開始し得る。いくつ
かの構成では、探索は、受信された入力に基づいて開始され得る。たとえば、ワイヤレス
通信デバイス３０２は、探索を開始するための入力を（たとえば、ディスプレイを介して
ユーザから）受信し得る。ワイヤレス通信デバイス３０２は１つまたは複数の無線アクセ
ス技術１０４を探索し得る。探索が完了すると、ワイヤレス通信デバイス３０２は、１つ
または複数の検出された無線アクセス技術１０４から選択し、特定の無線アクセス技術１
０４にとどまり得る。いくつかの構成では、この選択はユーザ入力に基づき得る。
【００６４】
　[0073]いくつかの構成では、ワイヤレス通信デバイス３０２は、たとえば、探索が中断
または停止されたとき、利用可能な無線アクセス技術１０４の一部分から選択し得る。た
とえば、探索は、第３のイベントが発生したときに停止され得る。この場合、ワイヤレス
通信デバイス３０２は、探索が停止および／または中断されるまで検出された利用可能な
無線アクセス技術１０４の部分から選択し得る。図３は３つの無線アクセス技術カバレー
ジエリア３９４ａ～ｃを示しているが、任意の数の無線アクセス技術カバレージエリア３
９４ａ～ｃが利用可能であり得る。
【００６５】
　[0074]図４は、無線アクセス技術４０４を探索するためのシステムおよび方法が実装さ
れ得る、ワイヤレス通信デバイス４０２と１つまたは複数の無線アクセス技術４０４との
別の構成を示すブロック図である。１つまたは複数の無線アクセス技術４０４は、前に説
明した１つまたは複数の無線アクセス技術１０４と同様であり得る。１つまたは複数の無
線アクセス技術４０４は、図１に関して説明した１つまたは複数の基地局１０６と同様の
１つまたは複数の基地局４０６を含み得る。ワイヤレス通信デバイス４０２は、図１に関
して説明したワイヤレス通信デバイス１０２と同様であり得る。
【００６６】
　[0075]ワイヤレス通信デバイス４０２と基地局４０６との間の通信は、ワイヤレスリン
クを介した送信によって達成され得る。ワイヤレス通信デバイス４０２は、所与の瞬間に
おいて、ダウンリンク４９６および／またはアップリンク４９８上で１つまたは複数の基
地局４０６と通信し得る。ダウンリンク４９６および／またはアップリンク４９８は、図
１に関して説明した対応する要素と同様であり得る。
【００６７】
　[0076]ワイヤレス通信デバイス４０２は、１つまたは複数の無線アクセス技術４０４の
一部としての１つまたは複数の基地局４０６と通信することが可能であり得る。いくつか
の実装形態では、１つまたは複数の無線アクセス技術４０４は、図１に関して説明した１
つまたは複数の無線アクセス技術１０４と同様であり得る。
【００６８】
　[0077]ワイヤレス通信デバイス４０２は、図１に関して説明した対応する要素と同様の
、イベント検出ブロック／モジュール４０８、モビリティ決定ブロック／モジュール４１
８、探索ブロック／モジュール４１０、メモリ４１２および／または探索結果４１４を含
み得る。
【００６９】
　[0078]いくつかの構成では、タイマー４１６がイベント検出ブロック／モジュール４０
８に結合され得る。タイマー４１６は探索の経過した持続時間を決定し得る。タイマー４
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１６は、それの満了において探索が中断され得る、時間間隔を含み得る。タイマー４１６
は時間間隔の満了を検出し得る。タイマー４１６は、時間間隔が満了したことをイベント
検出ブロック／モジュール４０８に示し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８
は、次いで、探索を停止するように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。場合
によっては、時間間隔の満了は部分的に完了した探索に対応し得る。
【００７０】
　[0079]状態検出ブロック／モジュール４２０が、イベント検出ブロック／モジュール４
０８および／または探索ブロック／モジュール４１０に結合され得る。１つの構成では、
状態検出ブロック／モジュール４２０はワイヤレス通信デバイス４０２接続状態を検出し
得る。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４２０は、基地局４０６とワイヤレス通
信デバイス４０２との間の無線リソース制御接続があるかどうかを検出し得る。状態検出
ブロック／モジュール４２０は１つまたは複数の接続状態を検出し得る。たとえば、状態
検出ブロック／モジュール４２０は、アイドルワイヤレス通信デバイス４０２状態（たと
えば、アイドル無線リソース制御状態）および／または接続ワイヤレス通信デバイス４０
２状態（たとえば、接続無線リソース制御状態）を検出し得る。接続状態は、データが送
信されている、ワイヤレス通信デバイス４０２と基地局４０６との間の論理接続を示し得
る。
【００７１】
　[0080]１つの構成では、状態検出ブロック／モジュール４２０はワイヤレス通信デバイ
ス４０２接続状態の変化を検出し得る。一例では、状態検出ブロック／モジュール４２０
はアイドル状態から接続状態への変化を検出し得る。この例では、状態検出ブロック／モ
ジュール４２０は、状態のこの変化をイベント検出ブロック／モジュール４０８に示し得
る。イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を中断するように探索ブロック／
モジュール４１０に指示し得る。
【００７２】
　[0081]状態検出ブロック／モジュール４２０は接続状態からアイドル状態への変化を検
出し得る。この例では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、状態の変化をイベント
検出クロック／モジュール４０８に示し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８
は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。いくつかの実
装形態では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、無線リソース制御接続のリリース
を検出することによって（たとえば、接続状態からアイドル状態への）状態のこの変化を
検出し得る。
【００７３】
　[0082]状態検出ブロック／モジュール４２０は、接続が要求されているかどうかを検出
し得る。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４２０は、接続（たとえば、無線リソ
ース制御接続）が要求されていることを検出し得る。この例では、状態検出ブロック／モ
ジュール４２０は、接続が要求されていることをイベント検出ブロックモジュール４０８
に示し得る。
【００７４】
　[0083]状態検出ブロック／モジュール４２０が、接続が要求されていないことを検出し
た場合、状態検出ブロック／モジュール４２０は、探索を続けるように探索ブロック／モ
ジュール４１０に指示し得る。１つの構成では、状態検出ブロック／モジュール４２０は
、接続が要求されているが、ワイヤレス通信デバイス４０２が接続状態にない（たとえば
、ワイヤレス通信デバイス４０２がアイドル状態にある）ことをイベント検出ブロック／
モジュール４０８に示し得る。この構成では、イベント検出ブロック／モジュール４０８
は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。
【００７５】
　[0084]接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２がイベント検出ブロック／モジ
ュール４０８に結合され得る。接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２は、ワイ
ヤレス通信デバイス４０２と無線アクセス技術４０４との間で接続不連続受信が構成され
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、アクティブであるかどうかを検出し得る。いくつかの例では、接続不連続受信は、無線
アクセス技術４０４との接続状態（たとえば、接続無線リソース制御状態）にあるワイヤ
レス通信デバイス４０２を含み得る。この例では、ワイヤレス通信デバイス４０２と無線
アクセス技術４０４は、データの送信／受信の期間とスリープの期間とのパターンを確立
し得る。本明細書で使用する「スリープ」という用語は、ワイヤレス通信デバイス４０２
が接続状態にあるが、アクティブ送信モードにないときの、接続不連続受信中の期間を示
す。
【００７６】
　[0085]いくつかの実装形態では、接続不連続受信（Ｃ－ＤＲＸ）が接続状態（たとえば
、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）において構成され得る。たとえば、ワイヤレス通信デバ
イス４０２（たとえば、ユーザ機器）は、接続不連続受信が有効であるときにダウンリン
クチャネルをモニタしないことがある。接続不連続受信サイクルの一例が以下のように与
えられる。ワイヤレス通信デバイス４０２（たとえば、ユーザ機器）は、物理ダウンリン
ク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）をモニタするためにある期間（たとえば、OnDuration）の
間、起動し得る。この例では、ワイヤレス通信デバイス４０２は、長いまたは短い不連続
受信（たとえば、長い／短いＤＲＸ）期間中に受信をスキップし得る。ワイヤレス通信デ
バイス４０２は、バッテリーを節約するためにこれを行い得る。いくつかの実装形態では
、これは、バッテリー節約とレイテンシとの間のトレードオフを伴う。短い不連続受信（
たとえば、短いＤＲＸ）は、ワイヤレス通信デバイス４０２（たとえば、ユーザ機器）が
、頻繁なスケジューリングを有することが予想され得る、高データレート適用例に適応し
得る。長い不連続受信（たとえば、長いＤＲＸ）はウェブブラウジングトラフィックに適
応し得る。接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２が、接続不連続受信が構成さ
れ、アクティブであることを検出した場合、接続不連続受信ブロック／モジュール４２２
はイベント検出ブロック／モジュール４０８を示し得る。イベント検出ブロック／モジュ
ール４０８は、次いで、スリープの１つまたは複数の期間中に探索を再開するように探索
ブロック／モジュール４１０に指示し得る。言い換えれば、探索ブロック／モジュール４
１０は、データの送信／受信の期間中に探索を中断し、スリープの期間中に探索を再開し
得る。
【００７７】
　[0086]図５は、無線アクセス技術４０４を探索するための方法５００の別の構成を示す
フローチャートである。方法５００はワイヤレス通信デバイス４０２によって実施され得
る。ワイヤレス通信デバイス４０２の探索ブロック／モジュール４１０は、１つまたは複
数の無線アクセス技術４０４の探索を開始する５０２。いくつかの実装形態では、これは
、図２に関して説明したように行われ得る。
【００７８】
　[0087]１つの構成では、ワイヤレス通信デバイス４０２のモビリティ決定ブロック／モ
ジュール４１８は、ワイヤレス通信デバイス４０２モビリティが低いかどうかを決定し得
る５０４。いくつかの実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【００７９】
　[0088]モビリティ決定ブロック／モジュール４１８が、ワイヤレス通信デバイス４０２
モビリティが低くない（たとえば、それが高いまたは中間のモビリティを有する）ことを
決定した５０４場合、ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索を停止する５０６。たとえ
ば、モビリティ決定ブロック／モジュール４１８は、ワイヤレス通信デバイス４０２が低
いモビリティを有しない（たとえば、それが高いまたは中間のモビリティを有する）こと
をイベント検出ブロック／モジュール４０８に示し得る。イベント検出ブロック／モジュ
ール４０８は、次いで、探索を停止する５０６ように探索ブロック／モジュール４１０に
指示し得る。
【００８０】
　[0089]いくつかの構成では、ワイヤレス通信デバイス４０２の探索ブロック／モジュー
ル４１０は、探索結果４１４を出力する５０８。たとえば、イベント検出ブロック／モジ
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ュール４０８は、探索を停止する５０６ように探索ブロック／モジュール４１０に指示し
得る。探索ブロック／モジュール４１０は探索結果４１４を出力し得る。上記で説明した
ように、探索結果４１４は、停止時点までに探索中に発見された検出された無線アクセス
技術４０４の一部分に対応する情報を含み得る。いくつかの構成では、探索ブロック／モ
ジュール４１０は、ユーザに探索結果を表示するためにディスプレイ（図示せず）に探索
結果４１４を与え得る。
【００８１】
　[0090]モビリティ決定ブロック／モジュール４１８が、ワイヤレス通信デバイス４０２
モビリティが低いことを決定した５０４場合、ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索を
中断する５１０。いくつかの実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ
得る。
【００８２】
　[0091]ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索結果４１４を記憶する５１２。いくつか
の実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【００８３】
　[0092]ワイヤレス通信デバイス４０２は、第２のイベントが発生したときに探索結果４
１４に基づいて探索を再開する５１４。いくつかの実装形態では、これは、図２に関して
説明したように行われ得る。
【００８４】
　[0093]図６は、無線アクセス技術４０４を探索するための方法６００の別の構成を示す
フローチャートである。方法６００はワイヤレス通信デバイス４０２によって実施され得
る。ワイヤレス通信デバイス４０２の探索ブロック／モジュール４１０は、１つまたは複
数の無線アクセス技術４０４の探索を開始する６０２。いくつかの実装形態では、これは
、図２に関して説明したように行われ得る。
【００８５】
　[0094]１つの構成では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、ワイヤレス通信デバ
イス４０２が接続されているかどうかを決定し得る６０４。たとえば、状態検出ブロック
／モジュール４２０は、ワイヤレス通信デバイス４０２と基地局４０６との間の接続無線
リソース制御があるかどうかを決定し得る６０４。
【００８６】
　[0095]状態検出ブロック／モジュール４２０が、ワイヤレス通信デバイス４０２が接続
されていない（たとえば、アイドル無線リソース制御状態にある）ことを決定した６０４
場合、探索ブロック／モジュール４１０は、探索を続ける６０６。言い換えれば、ワイヤ
レス通信デバイス４０２が接続無線リソース制御状態にない場合、探索ブロック／モジュ
ール４１０は１つまたは複数の無線アクセス技術４０４を探索し続け得る。
【００８７】
　[0096]状態検出ブロック／モジュール４２０が、ワイヤレス通信デバイス４０２が接続
されている（たとえば、接続無線リソース制御状態にある）ことを決定した６０４場合、
ワイヤレス通信デバイス４０２は、ワイヤレス通信デバイス４０２が低いモビリティを有
するかどうかを決定し得る６０８。いくつかの実装形態では、これは、図２に関して説明
したように行われ得る。ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索を中断する６１０。いく
つかの実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【００８８】
　[0097]ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索結果４１４を記憶する６１２。いくつか
の実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【００８９】
　[0098]１つの構成では、接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２は、接続不連
続受信が構成され、アクティブであるかどうかを決定し得る６１４。上記で説明したよう
に、接続不連続受信は、データの送信／受信とスリープとの不連続期間を用いた、無線ア
クセス技術４０４との接続状態にあるワイヤレス通信デバイス４０２を含み得る。この構
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成では、ワイヤレス通信デバイス４０２は無線アクセス技術４０４に接続され得る。
【００９０】
　[0099]１つの構成では、接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２は、接続不連
続受信が構成されず、アクティブでないことを決定する６１４。この構成では、ワイヤレ
ス通信デバイス４０２は無線アクセス技術４０４に接続され得ることに留意されたい。こ
の例では、ワイヤレス通信デバイス４０２は、接続がリリースされたときに探索結果４１
４に基づいて探索を再開する６１６。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４２０が
（たとえば、接続無線リソース制御状態からアイドル無線リソース制御状態への）接続状
態の変化を検出した場合、状態検出ブロック／モジュール４２０はイベント検出ブロック
／モジュール４０８に通知し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８は、次いで
、探索を再開するように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。いくつかの実装
形態では、探索ブロック／モジュール４１０は、探索結果４１４に基づいて探索を再開し
得る。たとえば、探索を再開するようにとの指示をイベント検出ブロック／モジュール４
０８によって与えられると、探索ブロック／モジュール４１０は、メモリ４１２から探索
結果４１４（たとえば、第１のイベントまでに取得された結果）を取得し、その時点から
探索を再開し得る。
【００９１】
　[00100]接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２２が、接続不連続受信が構成さ
れ、アクティブであることを決定した６１４場合、ワイヤレス通信デバイス４０２は、探
索結果４１４に基づいて探索結果を再開する６１８。より詳細には、接続不連続受信検出
ブロック／モジュール４２２は、接続不連続受信が構成され、アクティブであることをイ
ベント検出ブロック／モジュール４０８に示し得る。イベント検出ブロック／モジュール
４０８は、次いで、探索結果４１４に基づいて探索を再開する６１８ように、探索ブロッ
ク／モジュール４１０に指示し得る。いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／
モジュール４０８は、ワイヤレス通信デバイス４０２が接続不連続受信中にスリープモー
ドにあるとき、ギャップ中に探索を再開する６１８ように、探索ブロックモジュール４１
０に指示し得る。
【００９２】
　[00101]図７は、無線アクセス技術４０４を探索するための方法７００の別の構成を示
すフローチャートである。方法７００はワイヤレス通信デバイス４０２によって実施され
得る。いくつかの実装形態では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、ワイヤレス通
信デバイス４０２が接続されているかどうかを決定し得る７０２。上記で説明したように
、状態検出ブロック／モジュール４２０は、１つまたは複数の接続状態、たとえば接続状
態（たとえば、接続無線リソース制御状態）およびアイドル状態（たとえば、アイドル無
線リソース制御状態）を検出し得る。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４２０は
、無線アクセス技術４０４とワイヤレス通信デバイス４０２との間の無線リソース制御接
続があるかどうかを決定し得る７０２。状態検出ブロック／モジュール４２０が、ワイヤ
レス通信デバイス４０２が接続状態にあることを決定した７０２場合、ワイヤレス通信デ
バイス４０２は、本明細書で説明するように接続不連続受信が構成され、アクティブであ
るかどうかを決定し得る７２４。
【００９３】
　[00102]ワイヤレス通信デバイス４０２の探索ブロック／モジュール４１０は、１つま
たは複数の無線アクセス技術４０４の探索を開始する７０４。いくつかの実装形態では、
これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【００９４】
　[00103]ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索が完了したかどうかを決定し得る７０
６。いくつかの構成では、探索は、１つまたは複数の無線アクセス技術４０４に対応する
決定された数の帯域が探索されたときに完了していることがある。場合によっては、探索
は、時間間隔の満了の前に完了していることがある。ワイヤレス通信デバイス４０２が、
探索が完了したことを決定した場合、ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索を停止する
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７０８。たとえば、イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索が完了したことを
検出し得、探索を停止するように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。いくつ
かの実装形態では、探索を停止する７０８ことは、図５に関して説明したように行われ得
る。
【００９５】
　[00104]いくつかの構成では、ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索結果４１４を出
力する７１０。いくつかの実装形態では、これは、図５に関して説明したように行われ得
る。
【００９６】
　[00105]ワイヤレス通信デバイス４０２が、探索が完了していないことを決定した７０
６場合、ワイヤレス通信デバイス４０２のタイマー４１６は、時間間隔が満了したかどう
かを決定し得る７１２。上記で説明したように、タイマー４１６は探索の経過した持続時
間を決定し得る。タイマー４１６が、経過した持続時間が時間間隔よりも大きいことを検
出した場合、タイマー４１６は、時間間隔が満了したことをイベント検出ブロック／モジ
ュール４０８に示し得る。この構成では、イベント検出ブロック／モジュール４０８は、
探索を停止する７０８ように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。場合によっ
ては、時間間隔の満了は部分的に完了した探索に対応し得る。いくつかの実装形態では、
探索を停止する７０８ことは、上記で説明したように行われ得る。この構成では、探索ブ
ロック／モジュール４１０は、探索結果４１４を出力する７１０。いくつかの実装形態で
は、探索結果４１４を出力する７１０ことは、探索結果４１４の一部分（たとえば、満了
した時間間隔の時点までに探索された部分）を出力する７１０ことを含み得る。いくつか
の実装形態では、これは、上記で説明したように行われ得る。
【００９７】
　[00106]タイマー４１６が、時間間隔が満了していないことを決定した７１２場合、状
態検出ブロック／モジュール４２０は、接続が要求されているかどうかを決定し得る７１
４。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４２０は、接続（たとえば、無線リソース
制御接続）が要求されているかどうかを決定し得る７１４。状態検出ブロック／モジュー
ル４２０が、接続が要求されていないことを決定した７１４場合、状態検出ブロック／モ
ジュール４２０は、１つまたは複数の無線アクセス技術４０４を探索し続けるように探索
ブロック／モジュール４１０に指示し得る。それと比較して、状態検出ブロック／モジュ
ール４２０が、接続が要求されていることを決定した７１４場合、モビリティ決定ブロッ
ク／モジュール４１８は、ワイヤレス通信デバイス４０２が低いモビリティを有するかど
うかを決定し得る７１６。いくつかの実装形態では、これは、図５に関して説明したよう
に行われ得る。
【００９８】
　[00107]モビリティ決定ブロック／モジュール４１８が、ワイヤレス通信デバイス４０
２が低いモビリティを有しない（たとえば、それが高いまたは中間のモビリティを有する
）ことを決定した場合７１６、イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を停止
する７０８ように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。いくつかの実装形態で
は、これは、上記で説明したように行われ得る。この構成では、探索ブロック／モジュー
ル４１０は、探索結果４１４を出力する７１０。いくつかの実装形態では、これは、上記
で説明したように行われ得る。
【００９９】
　[00108]モビリティ決定ブロック／モジュール４１８が、ワイヤレス通信デバイス４０
２が低いモビリティを有することを決定した場合７１６、イベント検出ブロック／モジュ
ール４０８は、探索を中断する７１８ように探索ブロック／モジュール４１０に指示し得
る。いくつかの実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
【０１００】
　[00109]ワイヤレス通信デバイス４０２は、探索結果４１４を記憶する７２０。いくつ
かの実装形態では、これは、図２に関して説明したように行われ得る。
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【０１０１】
　[00110]状態検出ブロック／モジュール４２０は、ワイヤレス通信デバイス４０２が接
続されているかどうかを決定し得る７２２。たとえば、状態検出ブロック／モジュール４
２０は、ワイヤレス通信デバイス４０２が無線アクセス技術４０４との無線リソース制御
接続を有するかどうかを決定し得る７２２。状態検出ブロック／モジュール４２０が、ワ
イヤレス通信デバイス４０２が接続されていないこと（たとえば、アイドル無線リソース
制御接続）を決定した場合７２２、状態検出ブロック／モジュール４２０は、これをイベ
ント検出ブロック／モジュール４０８に示し得る。たとえば、状態検出ブロック／モジュ
ール４２０は、ワイヤレス通信デバイス４０２が、無線アクセス技術４０４に接続するこ
とを試みたが、接続を確立することができなかったことを示し得る。この例では、イベン
ト検出ブロック／モジュール４０８は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール
４１０に指示し得る。
【０１０２】
　[00111]状態検出ブロック／モジュール４２０が、ワイヤレス通信デバイス４０２が接
続されていることを決定した場合７２２、接続不連続受信検出ブロック／モジュール４２
２は、接続不連続受信が構成され、アクティブであるかどうかを決定し得る７２４。いく
つかの構成では、これは、図６に関して説明したように行われ得る。接続不連続受信検出
ブロック／モジュール４２２が、接続不連続受信が構成されず、アクティブでないことを
決定した７２４場合、ワイヤレス通信デバイス４０２は、接続がリリースされるまで待つ
７３０。その時点で、ワイヤレス通信デバイス４０２のイベント検出ブロック／モジュー
ル４０８は、探索結果４１４に基づいて探索を再開するように探索ブロック／モジュール
４１０に指示し得る。いくつかの実装形態では、これは、図６に関して説明したように行
われ得る。
【０１０３】
　[00112]状態検出ブロック／モジュール４２０が、接続不連続受信が構成され、アクテ
ィブであることを決定した７２４場合、イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探
索結果に基づいて探索を再開する７２６ように、探索ブロック／モジュール４１０に指示
し得る。いくつかの実装形態では、イベント検出ブロック／モジュール４０８は、接続不
連続受信中にスリープの不連続期間中に探索を再開する７２６ように、探索ブロック／モ
ジュール４１０に指示し得る。
【０１０４】
　[00113]いくつかの実装形態では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、接続がリ
リースされているかどうかを決定し得る７２８。上記で説明したように、状態検出ブロッ
ク／モジュール４２０は、接続状態（たとえば、接続無線リソース制御状態）からアイド
ル状態（たとえば、アイドル無線リソース制御状態）への変化を検出し得る。いくつかの
例では、状態検出ブロック／モジュール４２０は、無線リソース制御のリリースを検出す
ることによって状態の変化を検出し得る。状態検出ブロック／モジュール４２０が、接続
（たとえば、無線リソース制御接続）がリリースされていないことを検出した場合、ワイ
ヤレス通信デバイス４０２は、接続がリリースされるまで待つ７３０。この時点で、状態
検出ブロック／モジュール４２０は、状態の変化をイベント検出ブロック／モジュール４
０８に通知し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を再開するように
探索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。接続がリリースされている場合、状態検
出ブロック／モジュール４２０は、状態の変化をイベント検出ブロック／モジュール４０
８に通知し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を再開するように探
索ブロック／モジュール４１０に指示し得る。いくつかの実装形態では、探索を再開する
ことは、上記で説明したように行われ得る。
【０１０５】
　[00114]図８は、無線アクセス技術８０４を探索するためのシステムおよび方法が実装
され得る、ユーザ機器８０２と１つまたは複数の無線アクセス技術８０４との１つの構成
を示すブロック図である。１つまたは複数の無線アクセス技術８０４は１つまたは複数の



(26) JP 6250698 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

発展型ノードＢ８０６を含み得る。１つまたは複数の発展型ノードＢ８０６は、前に説明
した１つまたは複数の基地局１０６、４０６の一例であり得る。
【０１０６】
　[00115]ユーザ機器８０２と１つまたは複数の発展型ノードＢ８０６との間の通信は、
ワイヤレスリンクを介した送信によって達成され得る。ユーザ機器８０２は、所与の瞬間
において、ダウンリンク８９６および／またはアップリンク８９８上で１つまたは複数の
発展型ノードＢ８０６と通信し得る。ダウンリンク８９６および／またはアップリンク８
９８は、図１に関して説明した対応する要素と同様であり得る。
【０１０７】
　[00116]ユーザ機器８０２は、１つまたは複数の無線アクセス技術８０４の一部として
の１つまたは複数の発展型ノードＢ８０６と通信することが可能であり得る。いくつかの
実装形態では、１つまたは複数の無線アクセス技術８０４は、前に説明した１つまたは複
数の無線アクセス技術１０４、４０４と同様であり得る。
【０１０８】
　[00117]ユーザ機器８０２は、前に説明したワイヤレス通信デバイス１０２、４０２の
一例であり得る。ユーザ機器８０２は、上記で説明した対応する要素と同様の、イベント
検出ブロック／モジュール８０８、探索ブロック／モジュール８１０、メモリ８１２、探
索結果８１４、タイマー８１６、モビリティ決定ブロック／モジュール８１８および／ま
たは接続不連続受信検出ブロック／モジュール８２２を含み得る。
【０１０９】
　[00118]無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は、イベント検出ブロック
／モジュール８０８および／または探索ブロック／モジュール８１０に結合され得る。１
つの構成では、無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０はユーザ機器８０２無
線リソース制御状態を検出し得る。たとえば、無線リソース制御検出ブロック／モジュー
ル８２０は、発展型ノードＢ８０６とユーザ機器８０２との間の無線リソース制御接続が
あるかどうかを検出し得る。無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は１つま
たは複数の無線リソース制御状態を検出し得る。たとえば、無線リソース制御検出ブロッ
ク／モジュール８２０は、アイドル無線リソース制御状態および／または接続無線リソー
ス制御状態を検出し得る。接続無線リソース制御は、データが送信されている、ユーザ機
器８０２と発展型ノードＢ８０６との間の論理接続を示し得る。
【０１１０】
　[00119]１つの構成では、無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０はユーザ
機器８０２無線リソース制御状態の変化を検出し得る。一例では、無線リソース制御検出
ブロック／モジュール８２０は、アイドル無線リソース制御状態から接続無線リソース制
御状態への変化を検出し得る。この例では、無線リソース制御検出ブロック／モジュール
８２０は、無線リソース制御状態のこの変化をイベント検出ブロック／モジュール８０８
に示し得る。イベント検出ブロック／モジュール４０８は、探索を中断するように探索ブ
ロック／モジュール８１０に指示し得る。
【０１１１】
　[00120]無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は、接続無線リソース制御
状態からアイドル無線リソース制御状態への変化を検出し得る。この例では、無線リソー
ス制御検出ブロック／モジュール８２０は、無線リソース制御状態の変化をイベント検出
クロック／モジュール８０８に示し得る。イベント検出ブロック／モジュール８０８は、
探索を再開するように探索ブロック／モジュール８１０に指示し得る。いくつかの実装形
態では、無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は、無線リソース制御のリリ
ースを検出することによって（たとえば、接続無線リソース制御状態からアイドル無線リ
ソース制御状態への）無線リソース制御状態のこの変化を検出し得る。
【０１１２】
　[00121]無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は、無線リソース制御接続
が要求されているかどうかを検出し得る。無線リソース制御検出ブロック／モジュール８
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２０が、無線リソース制御接続が要求されていることを検出した場合、無線リソース制御
検出ブロック／モジュール８２０は、接続が要求されていることをイベント検出ブロック
／モジュール８０８に示し得る。
【０１１３】
　[00122]無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０が、無線リソース制御接続
が要求されていないことを検出した場合、無線リソース制御検出ブロック／モジュール８
２０は、探索を続けるように探索ブロック／モジュール８１０に指示し得る。１つの構成
では、無線リソース制御検出ブロック／モジュール８２０は、無線リソース制御接続が要
求されているが、ユーザ機器８０２が接続無線リソース制御状態にないことをイベント検
出ブロック／モジュール８０８に示し得る。この構成では、イベント検出ブロック／モジ
ュール８０８は、探索を再開するように探索ブロック／モジュール８１０に指示し得る。
【０１１４】
　[00123]図９は、ユーザ機器９０２と、ユーザ機器９０２がデータサービスおよび／ま
たはボイスサービスのために利用し得るコアネットワーク９４６との間の様々なタイプの
接続性を示すブロック図である。図９のユーザ機器９０２は、図１のワイヤレス通信デバ
イス１０２の１つの構成であり得る。たとえば、ユーザ機器９０２は、上記で説明した対
応する要素と同様の、イベント検出ブロック／モジュール９０８、探索ブロック／検出モ
ジュール９１０および／またはメモリ９１２を含み得る。メモリ９１２は、前に説明した
探索結果１１４と同様の探索結果９１４を含み得る。複数のエアインターフェース（また
はエアリンク）が、Interim Standard 95（ＩＳ９５）基地局９２６、（本明細書では「
１ｘ」と呼ばれ、ＩＳ－２０００または１ｘＲＴＴと呼ばれることもある）ＣＤＭＡ２０
００　１ｘ基地局９２８および／またはエボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ
ＤＯ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）９３０を介して、インターネット９２４への
データ接続をユーザ機器９０２に与え得る。ＩＳ９５基地局９２６は、ユーザ機器９０２
にＩＳ９５エアリンク９３２を与え得る。ＩＳ９５基地局９２６は、インターワーキング
機能（ＩＷＦ：InterWorking Function）９３４を介してインターネット９２４に接続さ
れ得る。１ｘ基地局９２８は、ユーザ機器９０２に１ｘエアリンク９３６を与え得る。エ
ボリューションデータオプティマイズド（ＥＶＤＯ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ
）９３０は、ユーザ機器９０２にエボリューションデータオプティマイズド（ＥＶＤＯ）
エアリンク９３８を与え得る。１ｘ基地局９２８およびエボリューションデータオプティ
マイズド（ＥＶＤＯ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）９３０は、Ａ１０インターフ
ェース９４０ａ～ｂを介してパケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ：Packet Data 
Serving Node）９４２に接続され得、ＰＤＳＮ９４２はインターネット９２４に接続され
る。パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ）９４２は外部エージェント（ＦＡ：Fo
reign Agent）を含み得る。ホームエージェント（ＨＡ：Home Agent）９４４がインター
ネット９２４に接続され得る。
【０１１５】
　[00124]ネットワークアーキテクチャは、発展型高速パケットデータ（ＥＨＲＰＤ：evo
lved high rate packet data）エアリンク９４８と発展型高速パケットデータ（ＥＨＲＰ
Ｄ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）９５０とを介したコアネットワーク９４６への
データ接続性を含み得る。発展型高速パケットデータ（ＥＨＲＰＤ）無線アクセスネット
ワーク（ＲＡＮ）９５０は、ＨＲＰＤサービングゲートウェイ（ＨＳＧＷ：HRPD Serving
 Gateway）９５４に接続するためにＡ１０インターフェース９５２を採用し得る。ネット
ワークアーキテクチャは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）エアリンク９５６と
ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ｅノードＢ９５８とを介したデータ接続性をも
含み得る。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ｅノードＢ９５８は、サービングゲ
ートウェイ（ＳＧＷ）９６２に接続するためにＳ１－Ｕインターフェース９６０を採用し
得る。ＨＲＰＤサービングゲートウェイ（ＨＳＧＷ）９５４は、Ｓ２Ａインターフェース
９６６ａ～ｃを介して第１のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）
９６４ａ、第２のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ｂお
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よび第３のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ｃに接続し
得る。サービングゲートウェイ（ＳＧＷ）９６２は、Ｓ５インターフェース９６８ａ～ｃ
を介して第１のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ａ、第
２のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ｂおよび第３のパ
ケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ｃと接続し得る。第１の
パケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ａは第１のアプリケー
ションネットワーク（ＡＰＮ）９７０ａに接続し得る。第２のパケットデータネットワー
クゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）９６４ｂは第２のアプリケーションネットワーク（ＡＰ
Ｎ）９７０ｂに接続し得る。第３のパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＤＮ－
ＧＷ）９６４ｃは第３のアプリケーションネットワーク（ＡＰＮ）９７０ｃに接続し得る
。アプリケーションネットワーク（ＡＰＮ）９７０は、限定はしないが、ボイスオーバー
ＩＰ（ＶｏＩＰ）またはビデオテレフォニーサービスを取得するためにユーザ機器９０２
がそれに接続するインターネットマルチメディアシステム（ＩＭＳ：Internet Multimedi
a System）、あるいはユーザ機器９０２のための構成情報をダウンロードするためにユー
ザ機器９０２がそれとの接続を確立し得る管理アプリケーションネットワーク（ＡＰＮ）
を含み得る。
【０１１６】
　[00125]図１０に、ワイヤレス通信デバイス１００２内に含まれ得るいくつかの構成要
素を示す。ワイヤレス通信デバイス１００２は、上記で説明したワイヤレス通信デバイス
１０２、３０２、４０２およびユーザ機器８０２のうちの１つまたは複数に従って実装さ
れ得る。ワイヤレス通信デバイス１００２は、アクセス端末、移動局、ユーザ機器などで
あり得る。ワイヤレス通信デバイス１００２はプロセッサ１０７８を含む。プロセッサ１
０７８は、汎用シングルまたはマルチチップマイクロプロセッサ（たとえば、ＡＲＭ）、
専用マイクロプロセッサ（たとえば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロコ
ントローラ、プログラマブルゲートアレイなどであり得る。プロセッサ１０７８は中央処
理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれることがある。図１０のワイヤレス通信デバイス１００２
中に単一のプロセッサ１０７８のみが示されているが、代替構成では、プロセッサの組合
せ（たとえば、ＡＲＭとＤＳＰ）が使用され得る。
【０１１７】
　[00126]ワイヤレス通信デバイス１００２はメモリ１０７２をも含む。メモリ１０７２
は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子的構成要素であり得る。メモリ１０７２
は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディスク記
憶媒体、光記憶媒体、ＲＡＭ中のフラッシュメモリデバイス、プロセッサに含まれるオン
ボードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタなど、お
よびそれらの組合せとして実施され得る。
【０１１８】
　[00127]データ１０７６ａおよび命令１０７４ａがメモリ１０７２に記憶され得る。命
令１０７４ａは、本明細書で開示する方法を実装するようにプロセッサ１０７８によって
実行可能であり得る。命令１０７４ａを実行することは、メモリ１０７２に記憶されたデ
ータ１０７６ａの使用を含み得る。プロセッサ１０７８が命令１０７４ａを実行すると、
命令１０７４ｂの様々な部分がプロセッサ１０７８上にロードされ得、様々ないくつかの
データ１０７６ｂがプロセッサ１０７８上にロードされ得る。
【０１１９】
　[00128]ワイヤレス通信デバイス１００２はまた、ワイヤレス通信デバイス１００２と
の間での信号の送信および受信を可能にするために、送信機１０８０と受信機１０８２と
を含み得る。送信機１０８０と受信機１０８２とはトランシーバ１０８４と総称されるこ
とがある。複数のアンテナ１０９２ａ～ｎがトランシーバ１０８４に電気的に結合され得
る。ワイヤレス通信デバイス１００２は、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシ
ーバ、および／または追加のアンテナ（図示せず）をも含み得る。
【０１２０】
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　[00129]ワイヤレス通信デバイス１００２はデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１０８
８を含み得る。ワイヤレス通信デバイス１００２は通信インターフェース１０９０をも含
み得る。通信インターフェース１０９０は、ユーザがワイヤレス通信デバイス１００２と
対話することを可能にし得る。
【０１２１】
　[00130]ワイヤレス通信デバイス１００２の様々な構成要素は、電力バス、制御信号バ
ス、ステータス信号バス、データバスなどを含み得る、１つまたは複数のバスによって互
いに結合され得る。明快のために、図１０では様々なバスはバスシステム１０８６として
示されている。
【０１２２】
　[00131]上記の説明では、様々な用語とともに参照番号を時々使用した。用語が参照番
号とともに使用されている場合、これは、図のうちの１つまたは複数に示された特定の要
素を指すものとされ得る。用語が参照番号なしに使用されている場合、これは、概して特
定の図に限定されない用語を指すものとされ得る。
【０１２３】
　[00132]本明細書で説明した技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む様々
な通信システムに使用され得る。そのような通信システムの例としては、直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）システムなどがある。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキ
ャリアに区分する変調技法である、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用する。これ
らのサブキャリアは、トーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキ
ャリアは独立してデータで変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅に
わたって分散されたサブキャリア上で送信するためのインターリーブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭ
Ａ）、隣接するサブキャリアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）
、または隣接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦ
ＤＭＡ）を利用し得る。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡでは時間領域で送られる。
【０１２４】
　[00133]「決定」という用語は、多種多様なアクションを包含し、したがって、「決定
」は、計算、算出、処理、導出、調査、ルックアップ（たとえば、テーブル、データベー
スまたは別のデータ構造でのルックアップ）、確認などを含むことができる。また、「決
定」は、受信（たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデー
タにアクセスすること）などを含むことができる。また、「決定」は、解決、選択、選定
、確立などを含むことができる。
【０１２５】
　[00134]「に基づいて」という句は、別段に明示されていない限り、「のみに基づいて
」を意味しない。言い換えれば、「に基づいて」という句は、「のみに基づいて」と「に
少なくとも基づいて」の両方を表す。
【０１２６】
　[00135]「結合する」という用語およびそれの変形は、要素間の直接または間接接続を
示し得る。たとえば、第２の要素に結合された第１の要素は、第２の要素に直接接続され
るか、または別の要素を通して第２の要素に間接的に接続され得る。
【０１２７】
　[00136]「プロセッサ」という用語は、汎用プロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）
、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、状態機械などを包含するものと広く解釈されたい。いくつかの状況下では、
「プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などを指すことがある。
「プロセッサ」という用語は、処理デバイスの組合せ、たとえば、デジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、デジタル信
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号プロセッサ（ＤＳＰ）コアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは
他のそのような構成を指すことがある。
【０１２８】
　[00137]「メモリ」という用語は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子的構成
要素を包含するものと広く解釈されたい。メモリという用語は、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡ
Ｍ）、プログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専
用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ
、磁気または光学データストレージ、レジスタなど、様々なタイプのプロセッサ可読媒体
を指すことがある。プロセッサがメモリから情報を読み取り、および／または情報をメモ
リに書き込むことができる場合、メモリはプロセッサと電子通信していると言われる。プ
ロセッサに一体化されたメモリは、プロセッサと電子通信している。
【０１２９】
　[00138]「命令」および「コード」という用語は、任意のタイプの（１つまたは複数の
）コンピュータ可読ステートメントを含むものと広く解釈されたい。たとえば、「命令」
および「コード」という用語は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン
、関数、プロシージャなどを指すことがある。「命令」および「コード」は、単一のコン
ピュータ可読ステートメントまたは多くのコンピュータ可読ステートメントを備え得る。
【０１３０】
　[00139]本明細書で説明した機能は、１つまたは複数の命令としてプロセッサ可読媒体
またはコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。「コンピュータ可読媒体」という用語は
、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体を指す
。限定ではなく例として、そのような媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシ
ュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまた
は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコードを記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の
他の媒体を備え得る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。コンピュータ可読媒体は有形で非一時的であり得ることに留意されたい
。「コンピュータプログラム製品」という用語は、コンピューティングデバイスまたはプ
ロセッサによって実行、処理または算出され得るコードまたは命令（たとえば、「プログ
ラム」）と組み合わせたコンピューティングデバイスまたはプロセッサを指す。本明細書
で使用する「コード」という用語は、コンピューティングデバイスまたはプロセッサによ
って実行可能であるソフトウェア、命令、コードまたはデータを指すことがある。
【０１３１】
　[00140]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１３２】
　[00141]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、本明細書で説明
した方法の適切な動作のためにステップまたはアクションの特定の順序が必要とされない
限り、特定のステップおよび／またはアクションの順序および／または使用は、特許請求
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の範囲を逸脱することなく修正され得る。
【０１３３】
　[00142]さらに、図２および図５～図７によって示されたものなど、本明細書で説明し
た方法および技法を実施するためのモジュールおよび／または他の適切な手段は、デバイ
スによってダウンロードおよび／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。た
とえば、デバイスは、本明細書で説明した方法を実施するための手段の転送を可能にする
ために、サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、デバイス
が、記憶手段をそのデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法を得ることがあるよ
うに、記憶手段（たとえば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など
）によって与えられ得る。
【０１３４】
　[00143]特許請求の範囲は、上記に示した正確な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書で説明したシステム
、方法、および装置の構成、動作および詳細において、様々な修正、変更および変形が行
われ得る。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信デバイスによって無線アクセス技術を探索するための方法であって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するかどうかを決定することと、
　第１のイベントが発生したときに前記探索を中断することと、
　探索結果を記憶することと、
　第２のイベントが発生したときに前記探索結果に基づいて前記探索を再開することとを
備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ３］
　前記第２のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ４］
　前記第１のイベントは、前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するという
決定である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のイベントは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定であ
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のイベントは、無線リソース制御接続のリリースである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　第３のイベントが発生したときに前記探索を停止することと、
　前記探索結果を出力することとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第３のイベントは、時間間隔の満了である、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第３のイベントは、高いまたは中間のワイヤレス通信デバイスモビリティの決定で
ある、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］



(32) JP 6250698 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

　接続が要求されているかどうかを決定することと、
　接続が要求されていないときに前記探索を続けることとをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１２］
　無線アクセス技術を探索するためのワイヤレス通信デバイスであって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始する探索回路と、
　前記探索回路に結合されたモビリティ決定回路と、ここにおいて、前記モビリティ決定
回路は、前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するかどうかを決定する、
　前記モビリティ決定回路に結合されたイベント検出回路と、ここにおいて、前記イベン
ト検出回路は、第１のイベントが発生したときに前記探索を中断し、第２のイベントが発
生したときに探索結果に基づいて前記探索を再開する、
　前記探索回路に結合されたメモリと、ここにおいて、前記メモリが前記探索結果を記憶
するを備える、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１３］
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ１２に記載
のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１４］
　前記第２のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ１２に記載
のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１５］
　前記第１のイベントは、前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するという
決定である、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１６］
　前記第２のイベントは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定であ
る、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１７］
　前記第２のイベントは、無線リソース制御接続のリリースである、Ｃ１２に記載のワイ
ヤレス通信デバイス。
［Ｃ１８］
　前記イベント検出回路に結合された状態検出回路をさらに備え、ここにおいて、前記状
態検出回路がワイヤレス通信デバイス接続状態を決定する、Ｃ１２に記載のワイヤレス通
信デバイス。
［Ｃ１９］
　前記イベント検出回路は、第３のイベントが発生したときに前記探索を停止し、
　前記探索回路は、前記探索結果を出力する、Ｃ１２に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２０］
　前記第３のイベントは、時間間隔の満了である、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信デバイ
ス。
［Ｃ２１］
　前記第３のイベントは、高いまたは中間のワイヤレス通信デバイスモビリティの決定で
ある、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２２］
　前記探索回路に結合された状態検出回路をさらに備え、
　前記状態検出回路は、接続が要求されているかどうかを決定し、
　前記探索回路は、接続が要求されていないときに前記探索を続ける、Ｃ１２に記載のワ
イヤレス通信デバイス。
［Ｃ２３］
　命令をその上に有する非一時的有形コンピュータ可読媒体を備える、無線アクセス技術
を探索するためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令は、
　ワイヤレス通信デバイスに、１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始すること
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を行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有す
るかどうかを決定することを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、第１のイベントが発生したときに前記探索を中断する
ことを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、探索結果を記憶することを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、第２のイベントが発生したときに前記探索結果に基づ
いて前記探索を再開することを行わせるためのコードとを備える、コンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ２４］
　前記第１のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ２３に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２５］
　前記第２のイベントは、ワイヤレス通信デバイス接続状態の変化である、Ｃ２３に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記第１のイベントは、前記ワイヤレス通信デバイスが低いモビリティを有するという
決定である、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］
　前記第２のイベントは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定であ
る、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記第２のイベントは、無線リソース制御接続のリリースである、Ｃ２３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信デバイスに、ワイヤレス通信デバイス接続状態を決定
することを行わせるためのコードをさらに備える、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ３０］
　前記命令は、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、第３のイベントが発生したときに前記探索を停止する
ことを行わせるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、前記探索結果を出力することを行わせるためのコード
とをさらに備える、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　前記第３のイベントは、時間間隔の満了である、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ３２］
　前記第３のイベントは、高いまたは中間のワイヤレス通信デバイスモビリティの決定で
ある、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記命令は、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、接続が要求されているかどうかを決定することを行わ
せるためのコードと、
　前記ワイヤレス通信デバイスに、接続が要求されていないときに前記探索を続けること
を行わせるためのコードとをさらに備える、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ３４］
　無線アクセス技術を探索するための装置であって、
　１つまたは複数の無線アクセス技術の探索を開始するための手段と、
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　前記装置が低いモビリティを有するかどうかを決定するための手段と、
　第１のイベントが発生したときに前記探索を中断するための手段と、
　探索結果を記憶するための手段と、
　第２のイベントが発生したときに前記探索結果に基づいて前記探索を再開するための手
段とを備える、装置。
［Ｃ３５］
　前記第１のイベントは、装置接続状態の変化である、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記第２のイベントは、装置接続状態の変化である、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記第１のイベントは、前記装置が低いモビリティを有するという決定である、Ｃ３４
に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記第２のイベントは、接続不連続受信が構成され、アクティブであるという決定であ
る、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記第２のイベントは、無線リソース制御接続のリリースである、Ｃ３４に記載の装置
。
［Ｃ４０］
　装置接続状態を決定するための手段をさらに備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４１］
　第３のイベントが発生したときに前記探索を停止するための手段と、
　前記探索結果を出力するための手段とをさらに備える、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記第３のイベントは、時間間隔の満了である、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記第３のイベントは、高いまたは中間の装置モビリティの決定である、Ｃ４１に記載
の装置。
［Ｃ４４］
　接続が要求されているかどうかを決定するための手段と、
　接続が要求されていないときに前記探索を続けるための手段とをさらに備える、Ｃ３４
に記載の装置。



(35) JP 6250698 B2 2017.12.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(36) JP 6250698 B2 2017.12.20

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(37) JP 6250698 B2 2017.12.20

【図９】 【図１０】



(38) JP 6250698 B2 2017.12.20

10

フロントページの続き

(72)発明者  ベンカタ、マドフスダン・ケー．
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１、サン・ディエゴ、モアハウス・ドライブ　５７
            ７５

    審査官  羽岡　さやか

(56)参考文献  特表２０１０－５０９８５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１０－５０８７１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０８１４３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１９５６２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００７／０１８３３８３（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００９／０１３１０８１（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

